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乳牛の搾乳宴進入順位と待機場内の動態  

鈴木瞥∵・未  だ・斉藤快打・坂口昭彦－  

（受理：1981年11H3uR）  

TheOrderofEntryofCowsintoaMilkingP汀rlourandMovinginthe  
HoldingArea  
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摘  要   

搾乳基盤ん優位と時機掛勺におらうる呂牛め位置・勤澄ヒ由関係から，進九職位決定に関与する妻  

阿を横訂す亀日穐更，ロータリー式搾乳蛍を利解する朝顔¢）搾乳牛訊こ′jl－そ，15日間，封＝弧二  

わンウニり，啓欄体瑚尋儀畷岡における移動状態を1頻進入サるごとにフイルムにぶさめた。   

幸三．醸傲如海勘頑痕椀属上位ダ．〉レープが最前列を選び．最揮わ雄すぼ最前列を避ける他  

は場所冬速ば坑「f憫ダメレプはと佗ほど前おに健胃ナ引頃笹よがあ1た〕   

時機喝軒ご‘享，Ⅰ遍窮迫；搾乳箋／㍉準もづ、るごとにかなりぴう輝俸尭；位瞥を変みす総体軌二ヱ■ヱ逐墜軒方  

に座敷する鈍同じ柿酢こ長くとどまるも払一挙に2ソン以上前進するも¢）．，綾退ナるも揖な  

盤凝叛れた 中間ゲル←プでは搾乳室浪人に対する個体間〝）懐劣関係rj不明確で，待戦場伽凋  

御鉢租熟鞍犠す射他の個体Ⅲ爛乳牒衡嘩憎噂各県摘発的空間が複終に関与してその時守  
釘く進入闇値を変え∴るものと推嶺垂れた。   

れユ扉き当リ1日即kgリユとうもろこしサイレジ鉛他雪  

ノ、イレーダと乾草を白山i采息Lt．濃′写飼料ほ搾乳登内で  

‡郵）滞乳ごとに一軒往路心細耳   

搾乳寧はブルウッド社製ほストル ロータリー ヘ  
リンi鍔－シ暫で，符俄現と戻硝己温i士應1に哀した。待機  

塵内め各牛め麿屑偏屈廟げ鳩た戒，pre巨醜a11（t－）隆嘩  

かろ祷総喘左Uまでを6率卓i寸塾森を想定」，搾乳鴬野  

㌢）か⊥らAr▼Fザーシとした〕替ゾ←シの車軸ま2苦5mlぞ，  

ほぼ】鹿ダブ体現長さ′に相当す為，搾乳暗には、去ず全牛  

を羊春機場に追い込んだ篠，浮敢軍国軸台殿運転を閣鮨ナ  

ると，豹5り秒ごとに搾乳宴古ウドアが自動聯こ開きテ1嘩  

ずつ膳振進入し搾乳ぎれ㌫   
観撃接待噂堀中屯左壁，床［二1一い中二簸けえ三台上かち符  

ノ⇒たp待機囁0〕り2n横型仮と，一連番考を付L苦ご3g閻  

け寧紙コマ（牛秘轢往櫛乗り攣㈲L搾乳針1東  

進入づるごとここ各軸ブ麗置を魂型板上甫コマに移しト攣  

搾乳笠置ん暇規ほddminarlC…l鮎㌻やl塊舶頭巾け  

並んで乳牛辟椚社会勒屈性鋸一つとして細ろれている。  

こみ避入鹿位を年こずる撃閃さこ′jいて仏 隼聯・件車二■嬢  

乳単・（l（〉m血醸冊触強が雄鳳雛甥頗細骨パ  

け≠ども，い下幽数頗牽除くと口々ぬ悦位変動が太  

きら～二ともあ一jて，関連め深い啓一勾ば認めら紆こヒ1な1′ゝトj）  

二軋畷紘法相憐場内め倖屑や個体間の「：捗と少なからぬ  

関連が糸盈も♂）ヒ推察さ′れる出で，待塵場内における鮮  

肉各概体ヰノ）偉蔵蛸應が襲．ち僑位とど彰）ような関係にあ  

るかを検討する目的で奉研究を実施したら  

研 究 方 漁   

詰広畜産太寧射属農協で渕頭紬相見タイキ健搾乳牛  
鮮についてl野7iド12月諸口かる17口まで†朝夕2団d）  

準乳豹二計3秒阿力鹿寒鮒fl、た。観幾年粁よプ1トネト  

・■・㌢牛舎‥定一ンヤート綜飼撼から嬢る準設に収容さ  

数醸広畜蕨大挙葦審査凍蘭学対  
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鈴木肖二・■ノ   

琴嚢筒を硬浦Lマフォ舶）に鳩めた合し笑輝っぞ．1図  

ヴ謎締乳にさ畜コマぴユ7ヰル轟′が捜影きれ喪。牟鶴ぬ▲泰は簿  

l贅繹〉人Lた市健に多く，姿わ簡救の癖銀殿進兎羞、で  

斑卜淵M沙紀静止期があ葦。ニ瓜嘩甫憧帝笥噸型板ヒに移  

軸痛か㍉ プり扁を煽磨胤こ読おと紬弛の軌態が  

煉‘ぎiヒ終に把握できるゎ  

結  果   

！．個津別搾乳営巣入鹿拉   

掛倒圃で進入憎依に有意差を認めた郵科お宮額∈4  

風炉く：州1：4嵐p、く6．臆＝㌧骨頂内議義治廟愈お  

が早く，さ蔚ほ逆に汐威ガが早い嚇が嵐璧j鰍浣．通日  

画宿畢卿廃位で朝・飯発ほ柑陶であ＝つた名   

盤個煉について，、朗・汐ニ綴ぬ平ぬ達瓦版放と廃車鹿  

屋程叢ぬ．園資良三示したや3顛賓中細頭嬢措準腕羨が温顔  

・ ・、  ‥．、、・こ  ●l・  

恕鮭克る感動の太きしゴもぬがS頭数触ら軋巌b海蝕  

最多感詩情環とそ  
、    ：、、    ．∴  ．． －  

ノ簸る蘭畠は患い娩紗薄地沌森乳瓢，貌38iま鶴弥  

瑚＼跡堵喝1頚ほ射鋤っ瑚～斡辣ノ藷嚢紅パ鰻祁払  

平地順髄澱上也と下倣戯個体凋同ピ低位に太る率通喝、ら  

かに罷らゝことが示きれ魁  
2，閣磯場1句中最緻の位贋と進禿犠軽   

費辛が醸機場外入り，牽承卒寿；津乳繁転進む前関名僻  

倦担位置を図1の野i盛～Fに怨頗オるTとi名ダー釣紡平  
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畑1rlくイnlilkl瑚   

Tal〉】el．A＼川tHt、ミi¶1r、ポいL）ゴ（、【＼・在＝ll（11Zr川  

油日叫1【1川官記【】〔j（1≧■汀Ⅵ・l】1日l〉rい点＝転  

′rlnL汀さ′川1し】バ√Ilt】rt〉しし・1r nljtkL11g  

tinlり  

均頭数はP1，A5．3，B6・軋C7・5，D6・3，E6・7，F  

5．2頗で，進入順位5忙ごとに百分率で示した爪が阿3  

である。   

全体的にじ位の牛ほど待機場最前部（PおよぴAゾ  

ン＝÷ 下位牛榛ど攣力（叛 EおよぴFゾーン）にノ立置  

する率が高い愕如こあった：1しかし，わずかながら上位  

牛でD∴氏FゾーンにÅる招）があり，下酬てもB，  

Cゾンに人る榊体が少なかl：♪ず存在L，段別の位置ほ進  

入州別正♂〕快走的要因と（iならなしゝニとを克てLている。   

3．待機場滞在中紺動魔   

搾乳室に1頭進入するごとに，待機牛の一部あるいは  

半徴以上に動きがみられた。多くは逐次前方へ進むが，  

同じ位常に長くとどまったレフ，急前進あるいは後卦㌻る  

例も少くなかった心たとえば，醍察した延べ1．17心頭中，  

同じ、′ンに川～15分停滞するもの237癖（犯5％）．何  

棟に15も20分93蔑（ア．璃），2n～25分18頭〔1′5％），  

2Si）以上8煎川．7％）を数え．た。また，2ゾーン艮卜・  

挙に船遊する例は55甘珂（．′197風紺9％），後のゾーン  

に微動㌻る例羊｝475田（33ユ軌2＄・3％）に達した。   

フ．fルム¢）各ゾーンに現われる回数を，搾乳窒庭人順  

倍I純化にさとの1搾乳時l豆真平均で示すと竜1正）ようにち■  

っ汽▲。順蹄卜千加）ものはど後方に滞在する因数（時間）  

が増う¢＝‘さ当然であろうが，前方♂〕滞在回数も下位牛に  

多くなる傾向が弓月らかに記ダ）ろれる。同様に，急前渡や  
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後但も下f17牛はど多ぐ観察されたや   

4．Pストーr・レ進入時び〕個体間拇関係   

Pニろ†、シールに一旦入った個体が再び後退して惟8）個体と  

人れ替わることはほとんどなかった。したがって亨Pスト  

ルヘ進入一した胤√土搾字L窒進人l噺☆と一致する。上－スト  

ルぺ進入Lようとする犯明他の個体との関係を3‾つに分  

額Lで，それぞれ裏割合を示すと次シ〕トラになるキ   

① Pストール入口直前に他払）個体がいない横合3畠．   



節水省三喧  違勤  

望％   

厨 P箪トル入口両前に他の簡捷と魂別状態にあ患  

喝潜－3汲5筍   

歯 pス］、」釆レ入上」置側に他郎個体がおり卜こ軋劉由】  

抜いで進入する場合塑や％   

①寝汗琴を平均順位用便ごとに分けて百分率粒求める  
と，卜川払1醜、1ト28位Z豆％、2ト調位簡‰  

弥ぺ蒋位邦凝をな仇 下位牛に峯村歯向があった‥。   

⑳の懸濁は平均服用‖ヤ1Q位に2796，11～劫 

34％，紆凋摘涙鍋‰33⑳鹿に11撃と，下位牛に  

頻しゝ傾向があり，入口直前に並列してし′ユる個体ぬ中から 

平均囁位上位紗固体が究こ遜Åする動よ55■7塔ン李あった。  

並蚕「鵬敷から先に進入する例はぎの個線にもみられ，そ  

甲ン択釣洪トl惑乱平均11．計回で濁るす凍凍し，遠別  

御崎他の個終に先を、鶴きれる例てを個体別にみるとそ  

のレンが 
山塾と周を置かヂに進Aする′もぬと，直締まで束ており  

卑がら′督かなか進入しな巨個体嘩怒薫ことが頑嘗鶴薫   
③殿常軌圭平士別低位ト18位は釘％， 

絆‰を巨細位に甥‰熟卜朝庖こ19盤で．上位に穀  

両難纏犠翫1京平均6．6軌そのレンノぎは1～1畏回  

で偽っ私。ニれに対して．追い威かれた画数のレふ説は  

1軋別図よなりナ特定の懐終に偏る機向があっなゎ畠た，  

革抜く方ポ肇渾かれる個体より平均階位が上位の場合は 
全然新6鴎で，③にきヒペくるとやや上位摩克となった。  

考  棄  

乳牛が搾乳室へ入る俄については－ ラ′ンダムとする′考  

えと一定の将位の存在を想定サる∴説と．が患るl⊃。この親祭  

環個体別進入順位の博準偏差が上位数郵こおいて明ら  
かに小さく，平均順偉い下位それぞれ教頭は同じ横位に  

丸亀率が高かづた．のは，左らJl，軸ffi倭ら頁）の敬承恕策と  

→致し－ン進み憤位上位・最下位グループにつもジてはdnmト  

ロa鴫TC磯rほぞ安定」別府放ではないに、：しても，観い臆  

慌選択性のあるこ上が謎められた。この両グループに比  

彗ると中筋グ′レー7測司一順位邁択率は怪し1が，進Å順  

位勘按準宿業が表すよう：にランダムではなく．お′憲ゴよそ  

の進入時期を意識したゆるい選択性ポある七考えられ草。   

左量′物績動こ比べで個体別臆也の借喪偏差が食確約に  
大きい苺ば，逢つり〕入口から交互に4額ずつ進入する4  

頗湧別ヘリyボーン搾乳塗と1二Jの入口から】番ずっÅ  

森口一夕リー搾乳蛍と瑚目黒によるもの′と考えて≠かろ  
う¢   

搾乳草へ5偉＝三でに進入する最上通ずループ㍑、そ慨  

7鴨以上が帝都から待機場内めP上；よぴAゾーンに入っ  

て奥り，これら担個体はは，とんど平均噛位が上位にある  

とこンろか三）？二跡範囲憐lこ位rFはたいてい待機壕に丸亀  

時意義鰍こ最前列直僧層濾占めるも鉛と推壌される。、繋  

た寸待機壕にÅり遅甑ま後力’に拉思した矧ま，搾乳妥へ  

1画ずつ進入する動こ生ず昂恒常の移動を機に年間を抜  

けて急東進し－早し順位で搾乳室へ太一jていた。逆に帯  

下位グJンーメ冊卜沖低圧L最初ほとんどÅダー－シに  

人ちない点釘除けば，橡に偉置を選択する剋剛まなし人、－と  

みられる。   

両省♂沖間に逢入ナ各ダ亮一プ（6～35拉）は霧弧 f二  

億ほど、A・Bゾーンに、，下和まどF濃Fゾーンに位置す㌻る  

個体が針㍑ しかL，同一個体あるい烏潤順位でも読  

執拗在凱壬少くとも4ゾーン最上に舟赦し，特定闇ゾ」  

ンに集中すろ傾向がみられ句いところから．待轢場内の  

皐祈珠）健衰を選択する意志は最上位ダループに比．沌と  

かなり忠盛いもグ）聖者えられる℃   

待毯場1月で2リーーン以上急前渡するぬは，偽担観鄭茸  

瀦咽じ進人頭嚢時点におけるその個体び）位需よ、りも後方  

にいる場今に多く（畠臥4％），急前進の主憩動機点そ朗個  

体の慣習酌竺川即窪上lユ選考ほし・と1亀薦誠にあ名と経常  

翫虹鮎しかし，後退が他の親蜜蜂め同じ超人威勢暗黒  

よtノ前方に位置した場合に生じたむ〕は隠3％と低く，後  

退についてほ順位の意識が必らず」も主賓な動機 貫iよな  

いとゐられる。  

1搾乳時あたり平均後退1可l教は15．、8回そかユたが；そ  

¢〕叫に平均偶の2倍揚l二も後退を観察したことが蔓腔（42  

lロ】およぴ48回）ある。この轍は半群内に活発な拳曙半が  

いそ、次々と他レ）牛に接触して移動を促し，持株場内ぞ  

昔計ヨゾン以上後退した個体が9肇ガよび6頭く平均  

は沼．1卿 に達する′など，′混乱の主柳こ憩っていた。   

上，ストーノノレ人〕直前〟嫡体閻グ瀾係を賜ると，後勇藩咤  

他牛を追い越して進人する倒イま平均惜棺［†即）蘭削こ参  

く，一方下は牛はぁ口直前に凍ても進入督ためらい1入  

口前に他牢がしゝキt）時に進入する例が巻い∂ しかし．牽  

漁ち沿道¢）例がかなり観察き氷，ここでも単純な上位採  

光の状厳にはな∴jてレユない。   

待機垣内ぬ行動の中から，同じ個体にづいて押頂噂噸  

撃坤ユ5回頂上にみられた特性をあげると，．痕跡こ同Uゾ  

ーンに入る（6郵，同じゾーンに川分以上とど蓋る（ 

j蔽），、Aゾーンに5分以上とど患る rl或），忽師邁（日  

東），，後退（3頭），1’ストー′レに太る囁蒜前準（1硯凋  

現   



乳牛の搾乳蔓延人順偉と特捜場内の動態  

ビがあF），ニれらはそれぞれdj個体♂）習性とムーンれる 

以上跡諸点から．，鼠卜位ゲループお［び最戸■拉グルー  

プを除く大部分相国俵については，搾乳雫進んに対する  

個体間の優劣関係が存在すろにしても極めて弱く、，待機  

場内の最初の一掬，待機中の移軌隣接1る恨β）個体と  

租阻鼠 個体の習性・状態などの偶発的要凶が関与して，  

その時々の達人順位を変えているもJ）と尾索される。  
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